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Ｉ
…二
、
｜
・
’
一
｜
年
縛
れ
、
遂
に
訪
日
外
国
人
観
光
客

は
乍
間
一
千
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

必
ず
し
も
驚
く
べ
き
数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世

界
一
の
外
同
人
来
訪
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
は
な
ん
と
Ⅱ
小
の
八
倍
も
あ
り
、
外
川
人
旅
行

占
受
人
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
ｎ
本
は
世
界
で
．
｜
几

位
、
ア
ジ
ア
で
も
十
位
で
、
国
際
観
光
面
で
は
ま
っ

た
く
め
Ⅲ
発
途
１
国
で
す
し
か
し
、
日
本
に
は

現
在
、
留
就
学
生
や
就
労
行
を
含
め
、
．
、
百
万
ｋ

強
町
外
国
人
（
川
７
Ｎ
国
管
理
読
計
年
報
．
｜
｜

年
腫
版
）
が
暮
ら
し
て
い
←
手
－
９
近
年
、
誼
□
外

国
ｉ
、
碕
孜
肱
Ｌ
』
」
余
念
四
（
茂
・
ｕ
砥
政
府
て
す
か
、

仏
は
、
米
Ⅱ
外
Ⅲ
ｌ
、
一
碗
致
Ｊ
耐
に
脈
仁
卜
」
、
Ⅱ
し

一
し
い
る
外
川
ｊ
、
に
灯
Ｌ
－
Ｌ
ｎ
水
と
化
山
紫
暗
ｎ
Ｌ

さ
に
触
れ
｝
し
い
た
だ
く
こ
と
か
先
決
で
は
尿
い
か
し
」

み
▲
》
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地
域
創
造
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

三
瓶
長
記

題
享
背
景
②
白
渭
海
》
女
患
－
．
－
〆
写
真
提
甦
大
会
晴
信
近
畿
日
本
「
ｊ
ス
ト

思
い
ま
す
：
□
本
に
暮
ら
す
外
国
人
た
ち
は
、
日

本
各
地
の
著
名
な
観
光
地
に
は
比
較
的
訪
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
伝
統
的
な
藤
ら
し
や
祭
り
な
ど

和
の
文
化
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
川
會
に
は
ほ
と

ん
ど
訪
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
ｃ
瓜
に
川
際
Ⅲ
爪

瑚
脈
牡
促
す
に
は
、
日
本
文
化
の
原
点
が
色
漉
く

鵬
る
田
舎
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ

と
て
は
な
い
て
し
よ
う
か
長
く
地
域
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
き
た
私
の
経
議
か
ら
一
一
一
一
ｍ
っ
て
も
、
外
国
人
が

日
本
一
の
田
舎
涛
一
訪
れ
る
こ
し
｜
は
、
地
域
を
元
気
つ

け
る
起
爆
剤
に
塁
）
怠
る
し
）
恩
飛
電
ま
ず
し
、
地
域
に

と
勺
で
も
。
《
｜
や
、
そ
う
‐
）
危
取
り
細
み
諒
一
真
剣

に
拷
・
え
る
時
に
二
《
」
て
’
１
ろ
し
一
ｓ
い
え
る
て
し
失
う

私
に
ル
」
。
て
も
、
従
来
に
士
）
胴
し
て
、
”
７
催
も
立

化
‐
父
術
，
」
枇
概
的
』
．
」
取
り
組
人
て
し
埒
」
た
い
し
）
埒
ズ

二
○
一
四
年
二
月
一
日
発
行

ろ
１
Ａ
く
一
Ｎ
隙
叩
，
←
小
泉
セ
ン
秘
１
－
レ
ー
Ｕ
催
山
か

て
さ
提
」
こ
と
数
Ｌ
堕
し
強
．
、
感
じ
て
い
猶
ｄ

－
Ａ
ｌ
織
現
ｎ
．
什
川
山
、
Ⅱ
ｋ
仙
伽
レ
ロ
梛

鵬
で
、
問
内
切
食
と
Ｌ
洋
一
休
馳
し
て
も
一
い
う
食

か
一
い
知
る
民
雄
。
，
玉
化
し
一
い
う
ｆ
ヘ
ン
ト
を
悶
偲

し
て
い
ま
す
か
．
旗
か
仁
も
外
国
⑪
勝
手
外
』
〈
亜
宮

た
ち
を
円
丞
Ｊ
田
舎
に
連
れ
て
、
宍
」
、
地
兀
氏
と

の
交
流
を
通
じ
て
相
汀
理
解
を
深
戯
る
活
動
も
し

て
い
ま
す
一
．
年
の
東
京
彩
摩
地
方
の
日

の
出
町
訪
問
で
は
、
ロ
ン
ヤ
ス
会
談
で
知
ら
れ
る

、
北
中
曽
根
康
弘
総
叩
人
仇
の
茅
葺
の
別
朏
「
Ⅱ
の

川
山
川
一
兇
粧
や
桜
ま
つ
り
」
へ
の
参
加
な
ど
、

川
際
交
流
の
柵
渡
し
に
》
役
闘
い
ま
し
た
。
今
年

ば
か
ｕ
大
使
館
員
た
ち
や
そ
の
家
族
通
対
象
に
、

私
も
多
少
関
わ
り
を
も
つ
千
葉
県
南
房
総
市
白
浜

の
「
白
浜
海
女
ま
つ
り
」
の
体
験
モ
ニ
タ
ー
ッ
ア
ー

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

で
は
、
南
房
総
市
の
「
日
浜
海
女
ま
つ
り
」
と

は
ど
の
よ
う
な
祭
り
か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

海
女
の
歴
史
は
大
変
古
く
、
そ
の
発
祥
年
代
や

発
祥
地
は
不
明
で
す
が
、
現
圧
、
Ⅲ
界
の
巾
で
も

素
潜
り
で
海
女
漁
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
日
本
と

韓
剛
だ
け
の
よ
う
で
す
。
一
．
○
一
二
年
に
Ｎ
Ⅱ
Ｋ

テ
レ
ビ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
で
評
判
に
な
っ
た
「
あ
ま

ち
ゃ
ん
は
東
北
の
岩
Ｆ
県
三
陸
海
岸
の
漁
村
を

舞
台
に
し
て
い
ま
す
が
、
千
葉
県
閼
房
総
市
白
浜

も
海
虫
の
膳
史
は
占
／
、
、
現
圧
も
索
潜
り
漁
の
伝

統
芒
引
・
’
一
」
謎
い
て
お
町
，
毎
年
夏
に
は
「
白
浜
海

女
策
つ
い
｜
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
一
地
一
ｍ
⑪
海
女

た
ち
か
将
向
い
、
装
束
に
身
を
包
み
．
７
に
松
明

か
｜
も
『
て
硬
い
海
岸
｜
泳
ぐ
‐
悔
圦
印
皮
泳
は
腋

巻
て
．
夏
雌
人
叩
祭
り
し
」
し
て
疋
門
し
て
い
頚
す

Ⅱ
糺
噛
か
ら
は
海
典
血
便
水
に
参
川
す
る
戊
仲
を

が
：
側
線
比
刈
る
ト
ー
し
入
馴
に
』
駈
取
、
綱
丸
も
帖

質
⑪
て
い
茂
寸
便
し
な
る
と
、
蝿
ト
リ
ロ
バ
ィ
｜
》
イ

ト
て
も
あ
る
”
ｆ
ナ
ミ
ッ
リ
庄
川
腿
の
練
、
や
舵

神
Ｊ
海
Ｉ
乱
雌
、
炎
小
松
川
を
Ⅱ
ｆ
Ｌ
永
く
海
英

二
」
ち
め
夜
泳
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
炉
一
飾
る
耐
Ｉ
化
Ｊ
、
と

い
「
た
．
連
②
炎
⑪
ド
ラ
マ
は
見
る
音
を
幻
想
の
世

扉
』
‐
』
誘
い
ま
す
今
年
は
祭
ｎ
が
始
ま
っ
て
か
ら

１
度
五
十
年
目
と
い
う
節
日
の
年
を
迎
え
る
だ
け

に
、
さ
ら
な
る
ハ
ワ
ー
ア
リ
ブ
に
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す

こ
の
よ
う
な
地
域
之
化
と
、
Ⅱ
外
交
官
と
の
触

れ
合
い
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
１
Ａ
Ｃ
に
は
、
今

後
も
Ⅱ
水
の
川
舎
と
の
交
流
逓
迎
し
て
、
肚
界
の

国
々
と
の
相
矼
理
解
狂
高
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
）
そ
う
し
た
活
動
が
口
本
の
地
域
活
性
化
に
も

役
立
て
ら
れ
れ
ば
、
地
域
創
造
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で

あ
る
私
に
と
っ
て
も
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
唇
Ｉ
Ａ
Ｃ

は
異
文
化
交
流
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
今

後
の
活
動
に
も
大
い
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
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ソ
…
へ
税
、
〈
ル
！
，
、
使
館
１
鵬
に
よ
る
つ
め
，
１
ヘ
ン
ト
が
附
雌
さ
れ
要

し
た了
泙
〆
・
）
ｖ
ｊ
Ｘ
分
呉
守
上
Ⅳ
叩
－
て
北
マ
イ
或
川
」
斫
汕
へ
山
オ
マ
ー
）
Ｌ

と
○
ｍ
付
け
ら
れ
だ
へ
ル
ー
ｌ
へ
厩
家
・
ン
セ
ラ
・
ワ
レ
カ
ン
ド
均
氏
幻
繕
画
コ

レ
ク
シ
且
》
．
そ
し
て
□
桑
ｌ
へ
山
家
オ
ズ
コ
ル
ド
・
ヒ
ヶ
チ
氏
の
作
品
が

巌
小
さ
れ
ま
し
鋒
一
一
｜
れ
』
」
あ
か
識
：
へ
ル
ー
妙
抽
］
謝
中
か
慧
民
」
．
（
品
や

了
Ｌ
，
、
力
黒
材
》
ノ
マ
ブ
ラ
ー
お
上
一
隻
・
口
農
小
・
飯
売
も
、
れ
れ
室
ｌ
一
定

ま
』
』
、
十
．
｜
日
上
ｕ
ト
橿
一
食
か
』
、
知
る
民
雄
丈
化
一
と
篭
し
た
へ
Ｌ
－

紹
介
識
噸
使
び
脚
理
敦
烹
が
行
小
れ
、
へ
ル
ー
に
唖
館
か
」
〉
嫁
．
〒
｜
一
つ
ル

ト
・
エ
ス
ヵ
ラ
足
便
か
超
席
‐
）
ま
‐
｜
鋒
」
よ
た
、
拙
川
と
し
一
」
オ
マ
ー
ル
・

イ
ル
ト
ハ
Ｊ
狩
廷
「
把
内
』
．
ユ
リ
》
‐
－
－
丁
・
叩
卜
公
Ｍ
Ｈ
剛
Ｉ
、
稗
・
（
・
・
出
席

Ｉ
－
１
‐

．
－
卜
。
｜
』

へ
ル
ー
郷
‐
‐
・
〆
．
ｊ
ｕ
ｉ
賎
咀
Ⅷ
出
川
（
」
納
叩
、
丙
，

－
泉
刈
刊
聴
」

Ｊ
Ⅱ
Ｂ
ｂ
Ｉ

が
Ｌ
仏
Ｌ
｜
川
騨
：
．
弍
・
，
・
叩
［
＆
も
船
廻
勺
ニ
ト
ル
ー
』
へ
Ⅲ
レ
ー
“
く
と
‐
、

ｆ
Ｌ
虫

剛
附
け
加
え
．
勤
一
魚
．
Ⅱ
☆
〈
て
敬
荊
か
川
設
、
い
抑
。
‐
・
訓
『
『
八
デ
ー
」
『
・
｝
』
織
蕊
辱
一

け
Ｉ
、

ツ
ー
・
し
ま
銃
Ｉ
し
に
一

士
‐
豆
ア
は
飢
餓
や
飛
菫
組
－
反
、
貧
阿
印
撲
滅
に
一
欧
饗
な
役
割
孝
一
琿
蚕
』
す

Ⅶ
能
性
寿
一
秘
釣
ご
訂
ト
リ
、
近
年
世
界
中
か
ら
水
ｕ
岸
」
乢
麟
一
』
い
ま
す
．

料
理
敦
室
て
辻
一
』
一
Ｊ
・
’
一
女
了
浄
一
憧
っ
廷
』
熱
介
傾
の
キ
ヌ
ア
Ⅱ
ソ
，
ト
キ
｜

実
践
形
式
｛
』
紹
介
す
る
』
｜
群
’
（
に
．
へ
Ｗ
》
－
の
紫
ト
ウ
モ
百
二
・
芹
一
便
二
』
戸
‐

ら
れ
た
シ
ュ
ー
ス
レ
｜
ゼ
状
－
土
」
振
る
蕊
か
れ
参
加
行
』
』
‐
人
、
ｚ
好
評
て
‐
）
廷
一

日
本
て
は
ま
た
を
し
み
の
薄
い
キ
ヌ
ア
｜
て
す
か
、
優
祇
た

栄
養
ハ
ラ
ン
ス
の
穀
物
で
次
世
代
の
食
糧
と
し
て
注
巨
さ
れ
て
い

ま
す
（
参
照
』
風
流
一
一
十
・
｜
ハ
号
・
巻
頭
エ
ノ
セ
イ
）
‐
国
際
キ
ヌ
ア
年
」

に
合
わ
せ
て
へ
ル
ー
大
使
館
と
の
協
力
で
「
食
か
ら
知
る
民
族
文

化
」
を
開
催
し
、
キ
ヌ
ア
に
つ
い
て
知
り
食
す
と
い
う
楽
し
い
企

画
と
な
り
ま
し
た

ま
た
、
さ
く
ら
亭
に
隣
接
し
た
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
へ
ル
ー
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
絵
画
や
ア
ル
ハ
カ
製
品
、
工
芸
品
な
ど

が
吉
智
叩
質
で
料
金
が
リ
ー
ズ
ナ
フ
ル
、
楽
し
く
か
わ
い
ら
し
い
と
の
感

嘆
な
声
と
と
も
に
垂
穫
痂
者
の
方
々
に
麟
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
『

当
日
の
感
想
を
、
参
加
者
の
小
島
聖
美
さ
ん
と
ペ
ル
ー
大
使
館

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

Ｉ

Ｉ
川
人
Ｈ
一
念
）
か
ら
同
月
ｎ
日
（
Ⅱ
｝
ま
て
ぬ

Ⅲ
Ⅱ
間
に
ｎ
町
．
Ｎ
際
竺
術
宋
セ
ン
種
－
、
》
下
秤
イ
ン

￣

轡

ペ
ル
ー
大
使
館
か
ら
の
感
想

食
か
ら
知
る
民
族
文
化
…
⑫

ロ
月
７
日

ペ
ル
ー
（
キ
ー
メ
ア
産
出
国
）
譲
驍
宿
一

「
２
０
１
３
年
国
際
キ
ヌ
ア
年
」
に
合
わ
せ
て
に
て

:i鑿i曇！護蕊

…『
一

Ｐ望

門
Ⅱ
は
ｋ
阯
伽
ｊ
６
々
０
７
隙
仏
典
い
進
、
と
，
ソ
し
ン
ド
Ⅱ
ー

な
冊
術
で
あ
内
と
い
う
間
に
ヘ
ル
ー
虻
化
に
Ⅱ
芒
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
地
川
や
虻
腋
、
観
光
情
報
な
ど
の
紹
介
、
後
、
い
よ
い
よ
ヘ
ル
ー

の
食
文
化
そ
し
て
一
ギ
ヌ
ア
」
の
紹
介
で
す
一

十
、
使
館
の
シ
ェ
フ
は
明
る
く
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
軽
減
し
な
が
ら

ペ
ル
ー
の
伝
統
的
な
家
庭
料
理
を
技
重
し
、
我
々
も
真
似
狂
し
な
が

ら
一
緒
に
キ
ヌ
ア
料
理
を
作
り
妄
し
だ
：
出
来
ｔ
が
っ
た
キ
ヌ
ア

リ
ゾ
ｗ
・
卜
」
は
、
Ｒ
氷
人
の
味
覚
に
も
よ
く
合
う
と
て
も
襄
味
な
亡
】

の
て
、
同
時
に
紹
介
さ
れ
た
紫
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ジ
ュ
ー
ス
や
ゼ
リ
ー

も
珍
し
い
も
の
で
し
た
し
、
生
の
食
材
一
キ
ヌ
ア
、
紫
卜
門
モ
ロ
コ
シ
）

を
実
際
に
見
せ
て
閥
け
た
の
も
、
興
味
深
い
も
の
て
し
た

Ⅱ
本
船
と
拠
研
が
同
時
に
雌
び
史
う
楽
し
い
イ
ヘ
ン
ト
で
、
ま
ざ

し
Ⅲ
際
キ
ヌ
ア
圷
に
ふ
さ
わ
し
い
交
流
会
で
し
た

４
罪
‐
ラ
Ⅲ
－
で
は
ペ
ル
ー
か
ら
の
熈
選
Ｍ
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
．
ｗ
総
仙

な
ど
も
紹
介
・
販
売
さ
れ
て
お
り
、
私
も
ア
ル
パ
カ
凹
乖
編
み
の
マ

フ
っ
－
や
Ⅲ
了
、
Ｊ
袋
を
鱸
・
へ
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
凸
は
ヘ
ノ
毎
Ⅱ
の

私
砂
防
寒
ア
イ
｜
〒
ム
レ
］
し
－
し
活
躍
し
て
い
－
三
寸

一
文
皿
小
鳥
聖
美
」

￣

ィ
・
〆
力
や
ル
ョ
ヘ
コ
チ
エ
ガ
力
湖
や
脈
押
遺
瀧
て
向
名
怠
マ
チ
ュ
ド

チ
「
一
域
、
。
、
て
西
ｑ
か
、
墨
？
川
熈
‐
Ｔ
ヌ
ア
と
い
う
初
仏
て
Ⅲ
。
、
ゴ
ー
レ
ー

ス
か
一
プ
ー
マ
て
４

鑿

「
国
際
キ
ヌ
ア
年
」
に
ふ
さ
わ
し
い
楽
し
い
交
流
会

一

興
、 コヌαリカ

パナマ へ式天王弓
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▲ヒヒ千Ｉをつくるヨェフαソトさんの勤表行

真剣に舅.つめる拳in看た痘
チロ

今
後
の
経
済
成
長
が
注
目
さ
れ
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
豊
か
な
文
化
を
持
つ

国
と
し
て
も
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ｌ
Ａ
Ｃ
理
事
の
川
崎
知
が
二
○
’
’
一
一

年
十
一
一
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
バ
ガ
ン
を
訪
れ
た
感
想
を
二
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

本
号
で
は
ヤ
ン
ゴ
ン
で
の
入
国
手
続
き
、
そ
の
後
空
路
に
て
バ
ガ
ン
に
到
着

し
た
様
子
が
語
ら
れ
ま
す
。

初
め
て
そ
の
国
を
訪
れ
、
最
初
に
実
感
し
、
心
に
焼
き
つ
き
離
れ
な
い
そ
の
国

の
心
象
風
殿
。

旅
行
業
を
営
む
私
に
と
っ
て
空
港
到
着
時
か
ら
税
関
を
通
り
抜
け
る
ま
で
の
体

験
が
そ
れ
だ
。

軍
事
政
権
の
国
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
深
夜
ヤ
ン
ゴ
ン
空

港
に
降
り
立
っ
た
。

入
国
審
査
は
一
～
二
時
間
は
か
か
る
だ
ろ
う
と
覚
悟
を
決
め
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到

着
し
た
。
案
の
定
二
か
所
以
外
の
審
査
場
は
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
や
は
り
と

た
め
息
芯
つ
き
一
列
に
な
ら
ん
で
い
た
。
ほ
ん
の
五
分
間
ぐ
ら
い
か
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
二
～
三
人
の
係
員
が
笑
い
顔
で
現
れ
た
。
他
の
審
査
場
を
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
、

こ
ち
ら
へ
、
こ
ち
ら
へ
と
手
招
き
す
る
で
は
な
い
か
。
他
の
旅
行
客
も
私
同
様
に
驚

い
た
様
子
、
し
か
し
迷
わ
ず
指
示
に
従
っ
た
．
館
事
政
椛
だ
と
身
椎
え
て
い
た
の

に
本
当
に
拍
子
抜
け
し
て
し
ま
っ
た
。

審
査
官
（
女
性
も
い
る
）
も
パ
ス
ポ
ー
ト
を
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
風
で

は
な
く
淡
々
と
業
務
を
こ
な
し
、
そ
の
後
の
通
関
は
書
類
を
渡
す
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
第
一
印
象
が
私
に
と
っ
て
い
ま
で
も
続
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
そ
の
も
の
な
の
だ
。

昨
年
の
暮
れ
、
ヤ
ン
ゴ
ン
よ
り
空
路
に
て
バ
ガ
ン
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
。
ポ
ロ
ブ

ド
ー
ル
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
と
並
ぶ
世

界
一
一
一
大
仏
教
遺
跡
の
一
つ
で
あ
る
。
夕
刻
五
時
と
は
い
え
空
港
を
除
き
周
り
は
漆

黒
の
間
の
巾
に
う
ず
も
れ
て
い
た
。
空
港
で
は
バ
ガ
ン
の
蛾
観
保
迩
の
た
め
、
外

国
人
旅
行
薇
は
Ｉ
ｎ
ド
ル
を
支
払
い
証
明
神
が
発
行
さ
れ
る
。
五
日
間
は
遺
跡
群

へ
の
入
場
は
無
料
と
な
る
。
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
ま
で
、
碁
鵬
状
に
続
く
直
線
道
路

の
暗
闇
の
三
十
分
、
自
動
車
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
道
に
は
ご
み
一
つ
落
ち
て
い
な

い
。
両
サ
イ
ド
の
木
々
の
間
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
遺
跡
群
が
次
々
現
れ
、

右
左
と
振
り
向
け
ば
、
い
つ
し
か
心
は
十
一
世
紀
～
卜
三
世
紀
の
バ
ガ
ン
王
国
の

昔
に
飛
ん
で
い
た
。
八
風
流
二
十
八
号
に
続
く
Ｖ

（
文
坤
川
崎
知
ｌ
Ａ
Ｃ
理
事
・
ソ
フ
ィ
ア
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

費一

（
卵
ガ
ン

帆
鱸
巍
襄
蹟
言
ヤ
ヱ
｜
雪
上

，
LPざ、



Cevkhe

セビチェ
MaIrinatedAhidishwithlemon

andhotChileanpepper
目材料(２人分）

新鮮制ｉＸＪＦ；４００９
[ねど1値

｝躯Iバン,'-足ニンニヴスフー>１－１

レ旧ン『’Ｚ００ｍｌ

ｊｌＨｊｉ．<プー＞Ｌ２
エハミノ１ケｌＯｍｌ

へルートウガラシ､塩､こしこう適ｌｉｌ

回作り方
１１､ざﾑﾉ〕の角切りにした魚

Quinoto

魚介類のキヌアリゾット
RissotwithQuinoa

■材料(２人分）

苑でたキヌア１５０８
アヒ．アマリーショ(黄トウガラシペースト〕５０２
魚介類ｌｏｏｇ
ｌ乳５０，１

ケ1ﾘーム３０，１

モソツアレニチーズ８０８
パルメザンチーズ５０９
ォｌＩ－ブォィルlOI11I
オレガノー螺_コショウｌ耐Tｌ

QuinoaSoup
キヌアスーフ

園材料(２人分）

Ｆz・・ｌＩｊｌＩｕ

』’１１１１(’'９
１１Ｊ理ｌ（'11,’

」鷲ｌｊｌ，.Iし/当一ニニシスプー＞ｌ
卜、']‐」(|Ｊｉｌ

ｌ捕物ｉｉｌｌＩ()'''１

オしｿjノ､鞠､こしこう適量

回作り方
’１．きめの角Ｕ脚にした牛肉を窯【＿;､れ.鰯､こしム
･ﾖ丞振1J､揺ぐ妙6る

-ＪLL,ＷＩｌ)I_した［ね雪、ニムニ弓を111モもニイ1

1-トマト,ｊ)みじんUj〕､キ頁アをｌｊＩｉえよく混ぜ､オレプｊ

，,塩を賑-,で妙める

、ＬＬが隈;１１るF,Ⅱ鰹加ｌＪｉｘ､11,15Ｔ蛭と煎込IＣ

国作り方
’オリープオイル歴引いた

鉄板で魚介類を妙め､塩､コ
ンョウ超握る。

ご１に苑でたキヌア、’１２乳、

アヒ・アマリジョ､モッツデ

レラチーズを加える。

」最後にクリーム、パルメザ
ンチーズを加えて混ぜ､ＭＨコ
ゴョウで味を調える

をポールに入れ､塩､コショ

ウ､ニンニク､生姜､ベルー
トF'ガラシを加えて混ぜ合

わせる

２１にエバミルクを加え、

最從にレモンilとスライス
した](ねぎを加えるョ

、へルー大徳館からのスタ,フⅢＩエ

ＴＵ

ChkhaMorada＆MazamoraMorada

紫トウモロコシのジュースとゼリー
juiceandjellymadefrompurplecom

､

△二等凹記官のオマール・オルテガさん｣右Ｉと

テシー・柴田さん左１

＜マキンモ・アリアがざん
［写真提供･デサインフェス倉

▲上兄ltI晃子さん

Ａ

写真鰹倉明石ｌＡＣ芸員

蝋蝋 ローニョ

ロ
柔パー1リヴー息

－－ バングラ

インドし今年こそ、ラトビアへ！

１８番目のユーロ導入国となったラトビア、首都のリガはＺ014年の欧州文化首都にも制
定されています。
リガは世界遺産にも指定されている美しい街でその旧市街を走る抜ける「リガマラソン」
の今年の開催は、５月１８日（日）です。〃走りを楽しむ大会〃とリガをよく知る人から
聞きました。フル、ハーフ、１０ｋｍ、５ｋｍという４つのカテゴリから選べることから
して、まさしく’'楽しく走ろう！〃洲神。リガマラソンヘの参加、ラトビア方面への旅
行についても1ＡＣにお気軽にご相談ください。

し日本国内も､－度は訪れたい場所､体験したい祭り通交流してみたい人々でいっぱいです。
今号の巻頭エッセイの二瓶長記さんがおっしゃってくださった｢異文化交流のキーステー
ションとしての1Aｑの役割も、今後、果たしていければと思います。それは、日本の
良さを外国人に知らせると同時に、海外に関しても、まだ日本人がそれほど知らない民
族文化や地域の魅力を伝えてもいきたいと思います。皆さんからのご意見、ご提案もお
待ちしています。

南国１

オハ

カン１８，ア
ベルナム

マレー苞’了

【ミャンマー］

iii部族割拠時代を経て１１世紀半ば胴に最初のビル

マ族による統一王朝（バガン王朝，1044年～

1287年）が成立、その後タウングー王朝,コンバ

ウン王朝鰊を経て．1886年に英緬インドに細入き

れ、１９４８年１月４日に範行一

シ|AC国際芸術家センターのFacebookに「いいね！」をお願いします。
イベント情報だけで<、文化や芸術にかかわる活動をしている人たちの'|鱗Rなど、盛り
だくさんです。

httpsWwww･facebook・com/iactokyo
（甑務局：金屋輝美） ・外務省ホームページより引用

httpYﾉﾉwwWmofagoJp/mofajﾉﾖ｢Ｂａ/myanmBTl
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リビア
アルジェｕア

ＡＭＢＡＳＳＡＤＥＤＵ

ＢＵＲＫ１ＮＡＥＡＳＯ

ブルキナファソ大使館

！☆ こんにちは、大使館【第'6回】ブルキナファソ
西ラブ、ラ

モーリタニア゜
イスラム共犯瓜

七幕JUル

〃ンピアーー

毒;＝ギーー
シェラレオユ

リペリア〆

マロＩ

ブルキナファソアフリカ西部の内陸国家

60の民族６０の言語の多民族国家

ニジエーⅡ

国名の意味は｢高潔な人の祖国｣産業の主力は農業､畜産

日本の指導で野球チーム育つ

ゾニノア

ﾘｵK--JjNトー＝

ブルキナファソでは野球が盛んだそうですね？

大使「まだ首都⑪ワガド句グーだけですが、５つし1汁｢‐ムか｢鼎

､Iしています約1ｏｆｆ前日本のiIffl海外脇jj隊がＩも､|讃]て野

球を初めて指導、そこから榎付き1蚕した１１本`、苛知１A!．｣ゴー

ムにもランーナ・#･)･ン水という)灘「種送りi人人でい壇.)

ゾルキナフア、’を111．｣てい韻寸か・・Ｊ１こう聞かれた１１ｲiE人は

ＩｆＬ/Lとのノ、71j、’’１二進いない￣ノルィーナフ弓ハノは7'ソ|」力大

陸IiW部6J)内陸底｢茨【Al横２７万4.0()〔)､l'/ノキロメートル１１１本の

７１Iill強Ⅲ、人口Ｌ５７６ｌｊ/、(２００８年）196()年、-フランスから独

ﾛj'した当初はオートホルムz(ポルタlllのＬ流)というlhlf〕だった

が、］984年､革命｢111（iﾖ主義を掲げる1+ンカラ戈統航し')１Ｗ代に

ブルーキナフラ．､ﾉに'｣M(γ,した。

ブルキナファソ(よ1M地`〕言葉で｢iiri潔な人の祖国［ﾉj意味だと

いうそのブルキナファソ大使館は束Ij4・港Ⅸ仙台坂1-の閑静

なｌｒＥ街の中にある」司辺には韓''１，マダガスカル､フランス、ド

イソなど各国'’4,NIiiiが夢い゜

111迎えてくださ・た[ﾉjは/klliの~ノーンンソワ・ウビダさん、

２０１１ｆｆｌ２ＩＩに杜|「したキャリア外炎官これまてキューバ、

ニューヨーフブ三どても釛祷した

そのうち便I抜けた進「が出てきて、’１本'ワヲロ野ｌｉｌ(、１W,険野

球さらには米メジャーリーグでｊ､itli雛するよう'二.そる上も[いて

すねブルキナワア､ﾉの知名度がう人と上がｈま･すね

虻：lllldrilj典rlA（顧問ノ

ｖｎ１Ｌ：薩倉HN浴(lＡＣ会員』

Ｉ
､、

‘iii鍵１１縮，
大使’１本の勤iijfはﾈﾉ]めてですか、水筒で二国間局腱をしてい

たことがあるので１１ｲﾍﾟについてけ)jilj,illIはそれな｢)にlQfってし

ましたまたｌｇ９８ｆＩ、」］ＣＡ(rjll01｢ｌｊｉで訪日したこともあり

謹澗
▲ヤギ蔓と盲で作ったサボネの鋼子一
頭を剃っていた昔の酉長は当時、

直｣肘日光よけに譜用していたが､今は、
サホネ村の人は雄でも若用する”ブルキナファソはどんな国ですか？

大使１６０の民族、６()(ﾉ;,,語がある多,（族国家です命そのため公

I1illllは~~7ブンー〈船てﾏ｣￣経済び1｢'1心は農業です：綿ｲﾋﾟ､ｉｌｉｗﾋﾟ牛､サ

ト!['１－上、コマなどUlilttiQfとそのh[】，[,11,,,ｋ朧や羊､ヤギ、鴎など

し)牧畜が盛ﾉｰで寸汁畳(よ農産物力１，［の高度化か岡としての当

'｢小)!】標てすｉ業製品はまだまだてすこのため,，砿との貿

枡'M1係においても’’ｲNのノミ幅な輪,,,,坦過となっています[政治

ｌｗ１１Ｌｌｊ埴統領制Ｃｌ)!！｢'''1i'で､民ｉｉｉ難,,【,家です二連,【<,以来何度か

ケーテ夜があｈましたか現任、)．＞（オレ大統領となって政

hfi的に褒定してい］冒す大統領は(１１りiをそれまでの７年から５

iiに短縮するなど民ｉ化[、努}Jもしています＿

巴の凸
●鯉Ｐ－－

▲ヤギの革裂コースター

虫よけなどのためコンブにふたを

するように上に閏<
コソフの下には敷かない▲ブルキナファソ大使夫人

AminatouOudiba（アミナトウウピダ)六Ａ

④■
広告

q’一ｌｂ

沖縄の精霊のおはなし。 ▲ヤギ臺製の宝石範

沖瑚の爾窒

ギジムナーと男の子
の友情のお話□

『蝋騨
一

一

【タイトル･作者］
｢キジムナーと
~ンニノー色－…声&:､ミツ｡……－ご
た護鞍認｡,Ｉ…………峰]２ 【不思議大好き直jui電詞ＴＥＬ：O3-5Z9Z-7858

FAX：O3-5Z72-60ZO

認ｿﾌｨｱ株式会社鶴鵜慧霧鮒粥ご購入はコチラから▼

https:"www・o-ky
ムバラフォン

ホ琴のよう睦もので、竪側はひょうたＡohan･coipノJｐ
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亜

ii;'１鶴 ｡風崗第２アニ

沖縄の精霊のおはなし。

警察鑿:直:i篝i;:薑！;iｉ
-.ﾘﾉﾄ鋤ﾐﾂﾞｺﾞ､゜が星。離
津２℃円串駝あげ旦凶趣壇土]２Ｌ－Ｌ－‐「一･

ご購入はコチラから▼

https://www・o-kyohan・cojpノ
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